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Cisco UCS 6324 ファブリックインターコネクトのユニファ
イドポート

ユニファイドポートは Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクト上のポートであり、イー
サネットまたはファイバチャネルトラフィックを伝送するように設定できます。これらのポー

トは予約されていません。設定するまで、Cisco UCSドメインではそれらのポートを使用できま
せん。

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設

定されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが

中断されることがあります。ポートは設定後にディセーブルにできます。

（注）

設定可能なビーコン LEDは、選択したポートモードに設定されているユニファイドポートを示
します。

ポートモード

ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは、ファブリックイ

ンターコネクトによって自動的に検出されません。これは Cisco UCS Managerで設定されます。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLANやVSANなど、そのポートの設定に関連付けられているオブジェクトはすべて削除さ
れます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ

ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

イーサネットポートモードに変更された統合ポートは、デフォルトでアップリンクイーサネッ

トポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更された統合ポートは、

ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートの設

定を解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

ポートモードがイーサネットに設定されたときには、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート
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•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

ポートモードがファイバチャネルに設定されたときには、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

Cisco UCS Miniスケーラビリティポート
Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトには 4つのユニファイドポートに加えて、1つの
スケーラビリティポートがあります。スケーラビリティポートは 40GB QSFP+ブレークアウト
ポートで、適切な配線を使って 4つの 1 Gまたは 10G SFP+ポートをサポートできます。スケー
ラビリティポートは、サポート対象の Cisco UCSラックサーバ、アプライアンスポート、また
は FCoEポート用のライセンスサーバポートとして使用できます。

CiscoUCSManagerGUIでは、スケーラビリティポートは、[Ethernet Ports]ノードの下に [Scalability
Port 5]と表示されます。個々のブレークアウトポートは、[Port 1]～ [Port 4]と表示されます。

CiscoUCSManager CLIでは、スケーラビリティポートは表示されませんが、個々のブレークアウ
トポートは [Br-Eth1/5/1]～ [Br-Eth1/5/4]と表示されます。

スケーラビリティポートの設定

サポートされている任意のタイプのポートまたはスケーラビリティポートのポートメンバーを設

定するには、[Ethernet Ports]モードを展開し、それから、[Scalability Port 5]ノードを展開します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet
Ports] > [Scalability Port 5]を展開します。

ステップ 3 [Scalability Port 5]ノード下のポートをクリックします。

ステップ 4 必要に応じて、ポートを設定します。

ユニファイドポートの設定に関するガイドライン

ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ポートモードの設定

Cisco UCS Manager GUIインターフェイスは、スライダを使用してユニファイドポートのポート
モードを設定するので、ユニファイドポートへのポートモードの割り当て方法を制限する次の制

約事項が自動的に適用されます。CiscoUCSManager CLIインターフェイスを使用する場合は、ト
ランザクションをシステム設定にコミットするときに次の制約事項が適用されます。ポートモー

ドの設定が次の制約事項のいずれかに違反している場合、Cisco UCSManager CLIによってエラー
が表示されます。

•イーサネットポートがブロックにグループ化されていること。

•ファイバチャネルポートがブロックにグループ化されていること。

•イーサネットポートとファイバチャネルポートの交替は、サポートされない。

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トに関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に従

うべき注意事項とガイドラインです。

•ユニファイドアップリンクポートでは、SPAN送信元として 1つのコンポーネントを有効に
すると、他のコンポーネントが自動的に SPAN送信元になります。
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イーサネットアップリンクポートで SPAN送信元を作成または削除すると、
Cisco UCS Managerは FCoEアップリンクポートで自動的に SPAN送信元を作
成または削除します。 FCoEアップリンクポートで SPAN送信元を作成する
場合も同じことが起こります。

（注）

• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブVLANを設定
する必要があります。このVLANは、トラフィックには使用されません。CiscoUCSManager
はこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブ VLANとし
て使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルトで
ない VLANを設定しないと、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリンクポートの
ネイティブ VLANとして割り当てられます。イーサネットポートにネイティブ VLANとし
て指定されているデフォルトでないネイティブ VLANがある場合、ユニファイドアップリ
ンクポートのネイティブ VLANとしてこれが割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、CiscoUCSManager
は FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。 FCoEポート
チャネルでメンバポートを作成または削除する場合も同じことが起こります。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージな
どのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネットまた

は FCOEポートチャネルのメンバポートにすると、Cisco UCS Managerは自動的にこのポー
トをイーサネットと FCoEポートチャネル両方のメンバにします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたはFCoEストレー
ジのメンバからメンバポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Managerはイーサ
ネットポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを削除し、新し
いスタンドアロンポートを作成します。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのインター
フェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのインター
フェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のインターフェ

イスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポートでディセー

ブルの場合にのみライセンスが解放されます。

ポートモードの変更のデータトラフィックへの影響

ポートモードの変更は、Cisco UCSドメインのデータトラフィックへの割り込みを引き起こす場
合があります。割り込みの長さや影響を受けるトラフィックは、Cisco UCSドメインの設定およ
びポートモード変更を行ったモジュールに依存します。
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ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には 2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポート
変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィックの影

響は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェールオーバー
するようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールのポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトによるすべてのデータトラフィックが、ファブリックインター

コネクトがリブートする約 8分間中断されます。

ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが 1つだけあります。固定モジュールへ
のポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリックイ

ンターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトがリブー

トする約 8分間中断されます。

6324 ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

のポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されることがあります。これは、

固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブートが必要となり、。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。

• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [Configure FixedModule Port]ダイアログボックスで、マウスを使用して、モジュールに必要なポー
トモードの設定が表示されるまでバーに沿ってスライダをドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。
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ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返します。

ステップ 8 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。
ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経由

するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、フェー

ルオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれるクラスタ構成では、トラフィックは他
のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しません。

次の作業

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで右

クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

サーバポート

サーバポートの設定

このタスクでは、ポートの設定方法を 1つだけ説明します。右クリックメニューから、または
LANアップリンクマネージャでも設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet
Ports]を展開します。

ステップ 3 [Ethernet Ports]ノード下のポートをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 6 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートの設定

このタスクでは、アップリンクイーサネットポートの設定方法を1つだけ説明します。右クリッ
クメニューからもアップリンクイーサネットポートを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード下のポートの 1つをクリックします。
サーバポート、アプライアンスのポート、または FCoEストレージポートを再設定する場合は、
適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストから [Configure as Uplink Port]を選択します。

次の作業

必要に応じて、アップリンクイーサネットポートのデフォルトフロー制御ポリシーおよび管理

速度のプロパティを変更します。

アップリンクイーサネットポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、変更するアップリンクイーサネットポートをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。

ステップ 7 [Properties]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
a) （任意） [User Label]フィールドに、ポートを識別するためのラベルを入力します。
b) [Flow Control Policy]ドロップダウンリストからフロー制御ポリシーを選択し、受信バッファ
がいっぱいになった場合にポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送受信する方法を決定しま
す。

c) [Admin Speed]フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックします。

• 1Gbps

• 10 Gbps

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
8

ポートおよびポートチャネルの設定

アップリンクイーサネットポートのプロパティの変更



ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポートの再設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 再設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 再設定するポートを 1つ以上クリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストからポートの再設定方法を選択します。

例：アップリンクイーサネットポートをサーバポートとして再設定する

1 [Ethernet Ports]ノードを展開し、再設定するポートを選択します。

2 上記のステップ 5および 6を実行します。

3 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化

またはディセーブル化
ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってからシャー
シを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバトラフィッ

クのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されないことがあり

ます。

ポートが設定されている場合にのみ、イネーブルまたはディセーブルにできます。ポートが設定

解除された場合、イネーブルとディセーブルのオプションはアクティブではありません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 イネーブルまたはディセーブルにするポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Port]または [Disable Port]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポート設定解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

アプライアンスポート
アプライアンスのポートは、直接接続されたNFSストレージをファブリックインターコネクトに
接続するためだけに使用されます。
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新しいアプライアンス VLANを作成すると、IEEE VLAN IDは LANクラウドに追加されませ
ん。したがって、新しい VLANに設定されたアプライアンスのポートは、ピン接続障害が原
因でデフォルトでダウンしたままになります。これらのアプライアンスのポートを起動する

には、同じ IEEE VLAN IDを使用して LANクラウドで VLANを設定する必要があります。

（注）

アプライアンスポートの設定

このタスクでは、アプライアンスポートの設定方法を 1つだけ説明します。 [General]タブからア
プライアンスポートを設定することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
サーバポート、アップリンクイーサネットポート、または FCoEストレージポートを再設定す
る場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストから、[Configure as Appliance Port]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [Configure as Appliance Port]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 10 [VLANs]領域で、次の手順を実行します。
a) フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックしてポートチャネルで使用するモー
ドを選択します。

• [Trunk]：Cisco UCS Manager GUIに VLANテーブル表示され、使用する VLANを選択す
ることができます。

• [Access]：Cisco UCS Manager GUIに [Select VLAN]ドロップダウンリストが表示され、
ポートまたはポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

いずれかのモードで、[Create VLAN]リンクをクリックして、新しい VLANを作成できます。
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アプリケーションポートでアップリンクポートをトラバースする必要がある場合、

LANクラウドでこのポートによって使用される各 VLANも定義する必要がありま
す。たとえば、ストレージが他のサーバでも使用される場合や、プライマリファブ

リックインターコネクトのストレージコントローラに障害が発生したときにトラ

フィックがセカンダリファブリックインターコネクトに確実にフェールオーバーさ

れるようにする必要がある場合は、トラフィックでアップリンクポートをトラバー

スする必要があります。

（注）

b) [Trunk]オプションボタンをクリックした場合は、VLANテーブルの必須フィールドに入力し
ます。

c) [Access]オプションボタンをクリックした場合は、ドロップダウンリストからVLANを選択
します。

ステップ 11 （任意） エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに
し、名前とMACアドレスを指定します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

アプライアンスポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 変更するアプライアンスポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]を展開します。

ステップ 5 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。
すべてのフィールドを表示するには、[Properties]ダイアログボックスのスクロールバーの展開ま
たは使用が必要になる場合があります。

ステップ 8 [Properties]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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FCoE およびファイバチャネルストレージポート

FCoE ストレージポートの設定
FCoEストレージポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、FCoEストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。ポートの[General]
タブから FCoEストレージポートを設定することもできます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
アップリンクイーサネットポート、サーバポート、またはアプライアンスポートを再設定する

場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FCoE Storage Port]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

アップリンクファイバチャネルポートの復元

このタスクでは、アップリンクFCポートとして動作するFCストレージポートを復元する方法を
1つだけ説明します。そのポートの [General]タブから FCストレージポートを再設定することも
できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択した 1つ以上のポートを右クリックし、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

FCoE アップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ
ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックとファイバ

チャネルトラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用のFCoEプロトコルを使用してアッ
プストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルとイーサネッ

トトラフィックの両方が同じ物理イーサネットリンクに流れることができます。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ
ビューションレイヤスイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE機能を有効にしま
す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。

• FCoEアップリンクポート：ファイバチャネルトラフィック専用のFCoEアップリンクポー
トとして。

•アップリンクポート：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

•ユニファイドアップリンクポート：イーサネットとファイバチャネル両方のトラフィック
を伝送するユニファイドアップリンクポートとして。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
14

ポートおよびポートチャネルの設定

FCoE アップリンクポート



FCoE アップリンクポートの設定
このタスクでは、FCoEアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。アップリンク
イーサネットポートは、右クリックメニュー、またはポートの [General]タブから設定することも
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下の、[Unconfigured] ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンオプションから、[Configure as FCoE Uplink Port]を選択します。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。
[Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]に変わります。

ステップ 10 （任意）[Properties]領域で、[VSAN]フィールドに [VSAN]を指定します。

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定した場
合、それらはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。 FCoEまたはイーサネットイン
ターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFCがイネーブル
またはディセーブルになります。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート
がイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成している

物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします（FCoE
アップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクをディ
セーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルであ
れば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常に動作することが
できます。
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ユニファイドアップリンクポートの設定

次のいずれかから、ユニファイドアップリンクポートを設定できます。

•既存の FCoEアップリンクまたはイーサネットアップリンクのポートから

•未設定のアップリンクポートから

この手順では、既存の FCoEアップリンクポートからユニファイドアップリンクポートを設定す
る 1つの方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]として表示されていることを確認します。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 8 ドロップダウンオプションから、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。
[Properties]領域で、[Role]が [Unified Uplink]に変わります。

ステップ 11 （任意）[Properties]領域で、[VSAN]フィールドに [VSAN]を指定します。

ユニファイドアップリンクポートの設定解除

ユニファイドアップリンクポートから両方の設定を解除して削除できます。または、FCoEポー
ト設定またはイーサネットポート設定のいずれか一方を設定解除し、もう一方をポートに保持す

ることができます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションのいずれかを選択します。

• Unconfigure FCoE Uplink Port

• Unconfigure Uplink Port

• Unconfigure both

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づ
いて、[Properties]領域の [Role]が変更されます。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネル
アップリンクイーサネットポートチャネルを使用すると、複数の物理アップリンクイーサネッ

トポートをグループ化して（リンク集約）、1つの論理イーサネットリンクを作成し、耐障害性
と高速接続を実現できます。 Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してから、その
ポートチャネルにアップリンクイーサネットポートを追加します。1つのポートチャネルには、
最大で 8個のアップリンクイーサネットポートを追加できます。

Cisco UCSでは、ポート集約プロトコル（PAgP）ではなく、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用して、アップリンクイーサネットポートがポートチャネルにグループ化さ
れます。アップストリームスイッチのポートが LACPに設定されていない場合、ファブリッ
クインターコネクトはアップリンクイーサネットポートチャネルの全ポートを個別のポート

として扱い、パケットを転送します。

（注）
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アップリンクイーサネットポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。
Cisco UCS Managerでは、サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、警告
が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートをアップリ
ンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 7 [Finish]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

アップリンクイーサネットポートチャネルのポートの追加および削

除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Port Channels]を展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリッ
クして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを [Ports]テーブルに移します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを削除するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードをクリックします。

ステップ 5 [Port Channels]ノードの [General]タブで、削除するポートチャネルを選択します。

ステップ 6 ポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

アプライアンスポートチャネル
アプライアンスポートチャネルを使用すると、複数の物理的なアプライアンスポートをグルー

プ化して 1つの論理的なイーサネットストレージリンクを作成し、耐障害性と高速接続を実現で
きます。 Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成してから、そのポートチャネ
ルにアプライアンスポートを追加します。 1つのポートチャネルには、最大で 8個のアプライア
ンスポートを追加できます。

アプライアンスポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの[Set Port Channel Name]パネルで、必須フィールドにポートチャ
ネルのアイデンティティ、およびその他のプロパティを指定します。

このパネルから LANピングループ、ネットワーク制御ポリシーとフロー制御ポリシーを作成で
きます。

ステップ 6 [VLANs]領域で、VLANの [Port Mode]およびその他の情報を指定します。
このパネルから VLANを作成できます。
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ステップ 7 （任意） エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに
して名前とMACアドレスを指定します。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。
Cisco UCS Manager入力した設定によりサービスプロファイルまたはポート設定で問題
が発生する場合は、警告が表示されます。これらの問題が発生する可能性があっても

ポートチャネルを作成する場合は、ダイアログボックスで [Yes]をクリックできます。

（注）

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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アプライアンスポートチャネルのポートの追加および削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Port Channels]を展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリッ
クして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを [Ports]テーブルに移します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネル
ファイバチャネルポートチャネルを使用すると、複数の物理ファイバチャネルポートをグルー

プ化して（リンク集約）、1つの論理ファイバチャネルリンクを作成し、耐障害性と高速接続性
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を実現できます。 Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してから、そのポートチャ
ネルにファイバチャネルポートを追加します。

各 Cisco UCSドメインに最大 2つのファイバチャネルポートチャネルを作成できます。各ファ
イバチャネルポートチャネルには、最大 4つのアップリンクファイバチャネルポートを含める
ことができます。

ファイバチャネルポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、ポートチャネルの管理速度を指定し、ポートチャネルにポートを追加しま
す。

ステップ 7 [Finish]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable Port Channel]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Disable Port Channel]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのポートの追加および削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリッ
クして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを [Ports]テーブルに移します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのプロパティの変更

2つのファイバチャネルポートチャネルに接続する場合、両方のポートチャネルの管理速度
が、使用するリンクに一致している必要があります。いずれかまたは両方のファイバチャネ

ルポートチャネルの管理速度が autoに設定されている場合、Cisco UCSが管理速度を自動的
に調整します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 変更するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、次の 1つ以上のフィールドの値を変更します。

説明名前

ポートチャネルに対して指定されたユーザ定義

名。この名前には、1～ 16文字の英数字を使
用できます。

[Name]フィールド

ポートチャネルに関連付けられた VSAN。[VSAN]ドロップダウンリスト

ポートチャネルの管理スピード。ここに表示

される値は次のとおりです。

• 1 Gbps

• 2 Gbps

• 4 Gbps

• 8 Gbps

• auto

[Port Channel Admin Speed]ドロップダウンリス
ト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

FCoE ポートチャネル
FCoEポートチャネルでは、複数の物理 FCoEポートをグループ化し、1つの論理的な FCoEポー
トチャネルを作成することができます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルは FCoEトラ
フィックをイーサネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構

成される FCoEポートチャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネットポートチャネ
ルです。このイーサネットポートチャネルは、FCoEトラフィック用の物理的トランスポートと
して使用されます。

各 FCoEポートチャネルに対し、Cisco UCS Managerは VFCを内部的に作成し、イーサネット
ポートチャネルにバインドします。ホストから受信したFCoEトラフィックは、FCoEトラフィッ
クが FCアップリンクに送信されるのと同じ方法で VFCに送信されます。

FCoE ポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FCoE Port Channels]ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、
[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

ステップ 7 [Finish]をクリックします。
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FCoE ポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ IDでイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルを作成した場合、それらはユニ
ファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、指定さ

れたメンバを持つファブリックインターコネクトで物理イーサネットポートチャネルと VFCが
作成されます。物理イーサネットポートチャネルは、イーサネットトラフィックと FCoEトラ
フィックの両方を伝送するために使用されます。 VFCは、FCoEトラフィックをイーサネット
ポートチャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバポートセットに適用されま

す。

•ユニファイドポートチャネルとして設定されている、同じ IDのイーサネットポートチャ
ネルと FCoEポートチャネルは、同じメンバポートのセットを持つ必要があります。

•イーサネットポートチャネルにメンバポートチャネルを追加すると、Cisco UCS Manager
は、FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポート
チャネルにメンバを追加すると、イーサネットポートチャネルにそのメンバポートが追加

されます。

•ポートチャネルの 1つからメンバポートを削除すると、Cisco UCS Managerは他のポート
チャネルから自動的にそのメンバーポートを削除します。

イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリン

クポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがって、

FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルになってい
る場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにした場合
は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルであれ
ば、FCoEアップリンクポートチャネルは引き続きユニファイドアップリンクポートチャネル
で正常に動作することができます。
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アダプタポートチャネル
アダプタポートチャネルは、CiscoUCS仮想インターフェイスカード（VIC）から FI-IOモジュー
ルへのすべての物理リンクを 1つの論理リンクにグループ化します。

アダプタポートチャネルは、正しいハードウェアの存在を検出したときに Cisco UCS Managerに
よって内部的に作成また管理されます。アダプタポートチャネルの手動設定はできません。ア

ダプタポートチャネルは、Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIを使用して参照
できます

アダプタポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis_Number] > [Servers] > [Server_Number] >
[Interface Cards]の順に展開します。

ステップ 3 アダプタポートチャネルを表示するアダプタをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [DCE Interfaces]タブをクリックします。

ステップ 5 アダプタポートチャネルの詳細を表示するには、[Port Channel]列のリンクをクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

Internal Fabric Manager
Internal Fabric Managerは、Cisco UCSドメインのファブリックインターコネクトにサーバポート
を設定できる単一のインターフェイスを備えています。 Internal Fabric Managerには、そのファブ
リックインターコネクトの [General]タブからアクセスできます。

Internal Fabric Managerで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブ、[LAN]タブ、または
LANアップリンクマネージャのノードでも行うことができます。
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Internal Fabric Manager の起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Fixed Module]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Actions]領域の [Internal Fabric Manager]をクリックします。
別のウィンドウで Internal Fabric Managerが開きます。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

手順

ステップ 1 Internal Fabric Managerで、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]領域を展開します。

ステップ 2 設定するポートを右クリックし、[Configure as Server Port]を選択します。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定解除

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Unconfigure Port]をクリックします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Enable Port]をクリックします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Disable Port]をクリックします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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